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「川柳」から学ぶ男女共同参画
いきなりですが 

「うちのパパ　うれし恥ずかし　公園デビュー」 

「託児室　いきいきしてる　子連れパパ」 

妻は忙しいのです。休日など、たまにはこのような手助けをして

もらえると妻としてはどれだけありがたいか。また、今が旬の言

葉「イクメン」になって子どもたちと一緒に遊べるのもうれしい

ひとときです。 

しかし、大多数は 

「パパ見てよ　年中無休　ママの顔」 

この状態で家事、育児、仕事と妻は年がら年中時間に追われ、　

夫の手伝いが少ないのが実情です。 

妻はたまにこんな心境になるのでは？ 

「家事育児　一日交替　ママとパパ」 

現在の社会状況から夫婦が共に働かざるを得ませんが、自治体や企業がさらに変わっていき、妻としても

家事と育児が両立できる環境の到来を待ち望んでいます。 

そして男女共同参画ということを少しでも理解して 

「夫婦して　参画学び　ちょい変わり」 

このようになれば大変うれしいことです。男女共同参画という言葉は非常に堅苦しく聞こえますが、こん

なふうに日常の生活・出来事を“遊び心”を持って「さんかく川柳」にしてみたらいかがでしょうか。言

葉や意味が柔らかく感じられて夫婦のこと、子育てのこと、家事全般のことなどへの理解が深まっていく

のではないでしょうか。 さんかくサポーター＜Ｊ＞
居照会先巨さんかくサポーター事務局（まちづくり推進課内）緯23―6831
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掲載図版　「心像A」1959年頃


